
『
専
修
国
文
』
投
稿
の
御
案
内
　（
平
成
二
十
八
年
十
二
月
六
日
、
役
員
会
申
し
合
わ
せ
）

（
投
稿
に
あ
た
っ
て
）

一　

本
誌
の
発
行
は
、
各
年
度
二
回
（
九
月
、
一
月
）
と
し
ま
す
。

二　

投
稿
原
稿
は
、
日
本
語
日
本
文
学
文
化
と
そ
の
関
連
領
域
に
関
す
る
未
公
刊
で
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
に
限
り
ま
す
。

三　

投
稿
は
、
当
該
年
度
会
費
の
納
入
を
済
ま
せ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、

共
著
の
場
合
は
、
筆
頭
著
者
が
こ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
投
稿
で
き
ま
す
。

四　

投
稿
原
稿
の
長
さ
は
、原
則
と
し
て
、一
万
二
千
字
か
ら
二
万
字（
図
表
の
ス
ペ
ー

ス
を
含
む
）
と
し
ま
す
。

（
事
前
申
し
込
み
に
つ
い
て
）

五　

投
稿
希
望
者
は
、事
前
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。事
前
申
し
込
み
で
は
、

⑴
仮
タ
イ
ト
ル

⑵
お
お
よ
そ
の
分
量
（
文
字
数
）

⑶
掲
載
希
望
号
（
掲
載
希
望
時
期
）

⑷
執
筆
に
使
用
す
る
言
語

⑸
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
及
び
、
日
中
に
連
絡
可
能
な
電
話
番
号
を
、
投
稿
用
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス

　
　
（kokubun@

m
l.senshu-u.ac.jp

）
ま
で
、
E
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

六　

事
前
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
、
九
月
号
は
四
月
上
旬
、
一
月
号
は
七
月
下
旬
と

し
ま
す
（
具
体
的
な
締
め
切
り
日
は
、
編
集
委
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

　

な
お
、
事
前
申
し
込
み
の
締
め
切
り
後
に
、
分
量
、
掲
載
号
（
掲
載
時
期
）、
使

用
言
語
等
に
つ
い
て
、編
集
委
員
会
か
ら
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

（
投
稿
原
稿
に
つ
い
て
）

七　

投
稿
原
稿
の
体
裁
は
、
日
本
語
の
場
合
、
縦
書
き
は
五
二
字
×
一
八
行
、
横
書
き

は
三
五
字
×
二
九
行
と
し
ま
す
。
M
S
ワ
ー
ド
形
式
で
、
文
字
数
と
行
数
の
設
定
を

合
わ
せ
て
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

八　

投
稿
原
稿
中
の
画
像
・
図
表
等
で
、
第
三
者
の
掲
載
許
諾
等
を
必
要
と
す
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
投
稿
者
の
責
任
に
お
い
て
許
諾
申
請
を
済
ま
せ
た
う
え
で
投
稿
し
て

く
だ
さ
い
。
許
諾
申
請
す
る
場
合
は
、
冊
子
体
の
『
専
修
国
文
』（
八
〇
〇
部
印
刷
）

へ
の
掲
載
許
可
の
ほ
か
に
、「
専
修
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」（
電
子
化
複
製
の
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
送
信
）で
の
公
開
の
可
否
に
つ
い
て
も
回
答
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掲
載
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
本
会
は
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

九　

投
稿
す
る
際
は
、
次
の
も
の
を
、
編
集
委
員
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
原
稿
の
電
子
デ
ー
タ
（
M
S
ワ
ー
ド
の
フ
ァ
イ
ル
を
E
メ
ー
ル
に
添
付
し
て
く
だ

さ
い
）

⑵
原
稿
を
印
刷
し
た
も
の
（
組
版
に
際
し
て
の
希
望
が
あ
れ
ば
朱
筆
で
書
き
込
ん
で

く
だ
さ
い
）

⑶
投
稿
者
の
所
属
・
職
名

⑷
校
正
の
送
付
方
法
・
送
付
先
（
校
正
紙
に
よ
る
校
正
希
望
の
場
合
は
郵
送
先
の
情

報
を
、P
D
F
校
正
希
望
の
場
合
は
E
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

⑸
抜
刷
の
送
付
先
（
学
外
の
投
稿
者
の
場
合
。
な
お
、
学
内
の
投
稿
者
に
は
手
渡
し

と
い
た
し
ま
す
）

（
査
読
に
つ
い
て
）

一
〇　

投
稿
原
稿
は
、
原
則
と
し
て
査
読
を
行
っ
た
う
え
で
採
否
を
決
定
し
ま
す
。

一
一　

査
読
の
結
果
、
掲
載
が
決
定
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
掲
載
号
（
掲
載
時
期
）

に
つ
い
て
は
編
集
委
員
会
に
御
一
任
く
だ
さ
い
。

（
校
正
・
抜
刷
に
つ
い
て
）

一
二　

著
者
校
正
は
、
二
回
（
初
校
、
再
校
）
ま
で
と
い
た
し
ま
す
。

一
三　

掲
載
さ
れ
た
論
文
に
つ
い
て
は
、
本
誌
五
冊
、
及
び
、
抜
刷
三
〇
部
を
進
呈
い

た
し
ま
す
。

（
著
作
権
に
つ
い
て
）

一
四　

本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
著
作
物
の
著
作
権
は
著
者
に
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

た
だ
し
、
日
本
語
日
本
文
学
文
化
学
会
は
、
掲
載
さ
れ
た
著
作
物
を
「
専
修
大
学
学

術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
登
録
す
る
な
ど
、
電
子
化
ま
た
は
複
製
の
形
態
等
で
公
開

す
る
権
利
（
複
製
権
・
公
衆
送
信
権
）
を
有
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

�

以　

上

　
　
　

�

　
　
　

「
専
修
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
へ
の
御
論
文
の
登
録
に
つ
い
て

　
『
専
修
国
文
』
は
、
掲
載
論
文
が
よ
り
多
く
の
研
究
者
の
目
に
触
れ
、
そ
の
学
術
的

価
値
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
第
八
九
号
か
ら
「
専
修
大
学
学
術

機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
ヘ
の
登
録
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。
八
九
号
以
降
の
『
専
修
国
文
』

掲
載
論
文
は
、
電
子
化
複
製
さ
れ
、
学
内
外
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
送
信
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、http://senshu-u.repo.nii.ac.jp/

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

ま
た
、
第
一
号
か
ら
第
八
八
号
ま
で
に
つ
い
て
も
、
順
次
「
専
修
大
学
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
」
へ
登
録
し
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
著
作
者
の
皆
様
に
は
ご
理
解
・
ご
了

承
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
、
こ
の
措
置
に
つ
い
て
、
疑
問
の
点
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
編
集
委
員
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
お
考
え
に
添
え
る
よ
う
最
大
限
努
力

い
た
し
ま
す
。

�

『
専
修
国
文
』
編
集
委
員
会




